
様式２
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務
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導
部

○継続指導が必要と同時に
生徒同士の会話や態度から
問題行動の未然防止に心が
けるよう情報の収集や共有
に努める。
　
○学級、学年、学校、校外
レベルと実態に合う形で生
徒の支援に努める。

Ｃ

○指導部と各学年での指導
について役割分担を明確に
し、情報共有などの面で連
携を深める。
○各種調査のフィードバッ
クが充分なされるように、
手順などについての検討を
行う。

Ｂ

○教師が時間厳守を徹底す
ることで、生徒の意識が変
わる。継続して取り組みた
い。

○指示を受けて、自分から
動くこともできつつある
が、環境的な要因（教師側
の指示の出し方、提示の仕
方）が大きいと考える。
徐々に自分で判断する部分
を増やすよう努め、生徒自
信が判断して動けるように
していきたい。

社
会
人
基
礎
力
の
育
成

○生徒指導体制の確立 ○家庭環境や生育歴に起因す
る二次障害などにより、自己
肯定感が十分育っていない生
徒も見られるが、入学や進級
を契機に自分を変えようと考
えている生徒が多く、規範意
識を育みつつある。

○基本的生活習慣(挨拶、
服装、時間を守る、良い言
葉遣い）の定着。
○規律あるいじめのない集
団作り（いじめ発生率０）
ができている。

○生徒指導体制及び生徒心得の
職員間の共通理解と一貫した指
導の実践
○Hyper-QUなどのいじめ、学校
生活に関するアンケート調査の
実施と分析

○職員間の情報共有、
規則の共通理解、問題
意識の濃淡等に課題が
残る。
○各種調査は予定通り
実施することができ
た。

２
学
年
部

○　いつでも誰でも自分か
ら挨拶することができる生
徒の育成

○昨年度末評価において、
Ｃ。自分から挨拶をする生徒
と、促されてから挨拶する生
徒がいる。また、初めて会う
人へのあいさつになると声が
小さくなったり、自分からあ
いさつができなかったりする
ことが多い。

○９０％以上の生徒が、い
つでも誰でも自分から挨拶
をすることができる。

○登下校の際に玄関に立ち、あ
いさつの励行を促す。
○生徒会・代議員会と連携し、
学級で挨拶チェックを行う。

○学年、学級と随時あ
いさつの励行を促して
いるが、自分からあい
さつする意識はまだま
だ薄い。いつもしてい
る先生には挨拶できる
生徒が増えたが、来客
者など慣れてない人へ
のあいさつができる生
徒は少ない。

○友だちや教師に促されて動
く、もしくは、全体の動きに
合わせてなんとなく動く生徒
が多い。時間を守って行動す
る意識の薄い生徒がいる。
現場実習の際には、どう動い
たらよいかわからなかった
り、自分から質問できなかっ
たりする受身の生徒が多かっ
た。

○ホワイトボードに書かれ
た指示（手順）や連絡を見
たり、メモをとったりしな
がら、自ら考えて動くこと
ができる。
○わからないことや困った
ことがあった際には、自分
から質問することができ
る。

○指示（手順）や連絡をわかり
やすく書いて伝える。
○時間内に自分で考えて動くこ
とを遂行できたことへの評価。
○メモの活用促進。
○生徒が困った時には、自分か
ら質問できるよう事前に援助要
求の方法を指導しておく。

○時間厳守について
は、一部生徒を除き、
遵守しようとする意識
は向上した。教師側の
指示の出し方、提示の
仕方により、それを受
けて動くことができつ
つある。
○自分で考えて動くこ
とや仕事を求めて動く
ことについては、今後
も継続指導が必要。

Ｃ

○全職員が意識した取り組
みで、あいさつの励行を促
す。粘り強く継続した指導
を行う。

○　自分で考えて動くこと
ができる生徒の育成

○登校時のあいさつ活動で見本
を示すとともにレベルアップの
助言をする。（ステップアッ
プ）
○自己評価表を作成し、定期的
に振り返る機会を設定する。

○しっかり相手の顔を
見ながら気持ちのいい
あいさつのできる生徒
や自分から声を出せる
生徒が増えてきた。
（特に朝夕）
○自己評価表が活用で
きていない。

Ｃ

○今後も継続指導していく
が不十分な生徒へは、授業
などのあいさつ場面や具体
的な方法（会釈含む）を助
言していく。
○今年度残り期間での活用
の上、次年度へ引き継ぎた
い。

○お互いを敬うことのでき
る集団づくり

○言葉が乱雑なままで会話を
楽しむ雰囲気がある。
○自分の判断（思考）で動く
より意志の強い人に流される
傾向が強い。

○友達をあだ名等で呼ば
ず、「さん、くん」で呼び
合う。
○自分の意見を皆の前でも
堂々と表現している。

○教師がアンテナを張り、よく
ない言動に対し、毅然と注意を
促す。
○学校生活全般で発表の場を設
定するとともに、よい場面を捉
えて褒めることにも努める。

○呼び捨てやあだ名で
呼び合っていることも
聞くことがあるが確実
に減り、「さん、く
ん」での会話を聞くよ
うになってきた。
○皆の前で進んで自己
主張する生徒も見られ
るようになった。全体
的にも成長した感はあ
る。

Ｂ

Ｂ
　
Ａ

○２７年教育課程、帳簿作
成計画をもとに各教科担当
者で継続して修正、検討を
実施。
○来年度は、３学年揃い、
どういう学校祭にしていく
か検討が必要である。今年
度の反省点を踏まえて、次
年度の計画を練っていくよ
うにしたい。

○学校カフェの運営
○地域との連携
○生徒の作業スキルの向上

○学校カフェをオープンさ
せ、各コース間の連携を図る
ことが必要である。
○地域との連携は実施できて
いるが、もっと内容を充実さ
せたい。
○生徒の実習活動での明確な
技術的目標があいまいであ
る。

○学校カフェの運営が軌道
に乗り、全コース間の連携
ができている。
○近隣企業(農家)との連携
事業で、生徒の作業体験が
できる。
○校内技能検定を、学年お
よびコースごとに実施す
る。

○生徒の役割（業務）に対する
意識付け。利用客からのアン
ケート実施。コース間ミーティ
ングの密な実施。外部協力者へ
の依頼。
○生産農家と調整を図り、作業
体験をさせる。予算を利用し、
現状よりも遠距離企業で実習体
験させる。
○校内検定マニュアルを利用
し、実施する。生徒の検定に対
する意欲を高めるために級位を
認定する。

○学校カフェが地域に
浸透し、地域の施設利
用者の予約などもあ
る。連携も滞りなくで
きる体制が整った。季
節によって客数変動が
大きかった。
○地域との連携が農家
や自動車販売店等とで
きた。作業体験が地域
企業に貢献していると
いう有用感が生徒に芽
生えている。
○校内技能検定を実施
することができ、目標
として学習する意欲を
持たせることができ
た。

Ａ

Ａ

Ｂ

○提供する商品の選考や販
売数の検討や、地域ボラン
ティアを活用した営業時間
の変更等を検討する。

○来年度は３学年揃うので
予算を有効利用して活動範
囲を広げる。

○検定内容を再考し、全
コースで技能検定が実施で
きるように検討する。

基
礎
基
本
の
確
立
・
意
欲
の
涵
養

○年間指導計画の見直し修
正及び次年度の年間計画の
作成
○学校祭の実施

○昨年度作成したものの修正
及び次年度の計画について継
続しての検証が必要
○学校祭は初実施

○年間指導計画の修正及び
来年度分の整備が完了して
いる
○１，２年生のみで学校祭
の実施ができる

○各担当教科で修正、検討を実
施
○生徒会を中心とした立案、計
画

○各教科で検討中、２
月末には完成予定
○第１回学校祭「琴
フェス」開催。実施後
のアンケートで、約９
割の生徒がやってよ
かったとういう満足感
を得ることができたと
回答。運営に関して
は、反省点もあった。

１
学
年
部

○あいさつの定着と進化 ○あいさつはしているが相手
に伝わらない（音量、視線な
ど）生徒が多い。

○適切な音量で相手の顔を
見ながら気持ちのいいあい
さつができる生徒が増え
る。

年　　　　　　　度　　　　　　　当　　　　　　　初 評　価　結　果　　　最終評価
評価項目 評価の具体項目 現状 目標（年度末の目指す姿） 目標達成のための方策 経過・達成状況 評価 改善方策

平　成　２６　年　度　　自　己　評　価　表　　
鳥取県立琴の浦高等特別支援学校

中長期目標
（学校ビジョ

ン）

キャリア教育に重点を置き、地域の中で職業的に自立する
とともに、主体的に活動、社会参加し、社会に貢献できる
人を育成する。そのために、学校生活の基礎基本を確立
し、主体的に活動しようとする意欲を育てる。

今年度の
重点目標

○基礎基本の確立と、意欲の涵養

○社会人としての基礎力の育成

○熱意と工夫を持った新しい学校の創造



様式２

年　　　　　　　度　　　　　　　当　　　　　　　初 評　価　結　果　　　最終評価
評価項目 評価の具体項目 現状 目標（年度末の目指す姿） 目標達成のための方策 経過・達成状況 評価 改善方策

保
健
部

寮
務
部

支
援
部

総
務
部

評価基準　A：十分達成　　B：概ね達成　　　C：変化の兆し　　　D：まだ不十分　　　E：目標・方策の見直しhe
〔100％〕 〔80%程度〕 〔60%程度〕 〔40%程度〕 〔30%以下〕

○参観日に関する保護者ア
ンケートを実施、分析を行
い、参観日への出席率の低
い保護者への働きかけ方法
を検討した上で取組計画を
たてる。
○地域ボランティアに対し
て学校の取組への協力を積
極的に依頼する。

○早めの計画提示に心掛け
る。
○よりスムースになるよう
反省を検討する。
○評価を授業につなげる方
策について他の分掌と検討
する。
○アセスメントシートの検
討

○気になる生徒のケースに
ついて早期に支援会議を持
ち、支援策を検討する。
○生徒情報の会で話し合っ
たことについて、紙面で伝
えるのとあわせて、大事な
ことは口頭でも伝えて職員
間での共通理解を図る。

○本人、家庭に対し、関係
者の支援を継続する。

○養護教諭による肥満指導
を継続する。

○手洗いの励行、給食時に
手順書に従い、教員が配
膳、マナー指導を継続す
る。

○保護者や地域に信頼され
る学校

○前年度、全家庭が１～５回
以上の授業参観に来校。ＰＴ
Ａが組織化され、３割の保護
者が役員等として積極的な参
加の意思表示。
○地域への情報発信や連携事
業を行うことで地域住民への
理解が拡がりつつある。

○保護者の来校回数、ＰＴ
Ａ活動、保護者研修への参
加率を前年度並みに維持す
る。
○地域交流事業が積極的に
実施され、地域への啓発が
進んでいる。

○参観日や授業公開、ＰＴＡ活
動の実施方法の工夫。
○学科学習、学校祭等における
地域交流事業の推進。
○学校ホームページ、学校だよ
りなど広報活動の工夫、活用。

○参観日等保護者の来
校数は平均で５割を越
えているが、懇談以外
には来校されない保護
者もあった。
○地域ボランティアを
たちあげることができ
た。

Ａ

○入学者選抜に関する取組
の充実

○校内支援体制の確立

○中学校等で進路指導を進め
るにあたり、十分な情報提供
ができていない。
○校内の生徒に対しての支援
を組織的に行うための仕組み
が必要である。

○入学者選抜に出願を検討
している生徒の担任や保護
者が１回以上研修会に参加
している。
○生徒の情報や支援策が職
員で共通理解できている。

○学校説明会、体験入学、志願
者対象相談会等の機会を利用
し、中学校等の進路指導で役立
ててもらうための研修会を行
う。
○生徒情報の会を週１回開催
し、生徒の情報交換や支援策の
検討を行う。

○学校説明会や体験入
学の機会に、進路に関
する研修や説明を行っ
た。また志願者対象相
談会では、生徒や保護
者の個別の相談に応じ
た。
○生徒情報の会は週１
回継続的に開催した。
必要に応じて担任も出
席し、支援策を検討す
ることができた。

Ａ

Ｂ

○現場実習のスムースな運
営

○全職員共通理解の下で進め
る必要があるが、転入職員も
多く、かつ、文書も多いた
め、共通理解に時間をかける
必要がある。

○現場実習において、今や
るべきことが理解され、ス
ムースな運営が行われてい
る。

○現場実習カレンダーの作成
○現場実習の手引きの作成
○掲示の工夫

○現場実習カレン
ダー、手引き、提出一
覧ファイルを作成し
た。
○こまめに事前の打ち
合わせ会を実施し、周
知が確実になりつつあ
る。

Ａ

Ａ

○就職１００％を目指し、
関係機関との情報交換を密
に行う。
○｢挨拶｣など基本的なこと
から、各分掌と話し合い、
連携して取り組む。
○就業・生活支援センター
など卒後の相談先の訪問を
検討する。

○キャリア教育の推進 ○生徒は、３年生、卒業生が
おらず、卒業後の見通しが持
ちにくい。
○キャリア教育の全体計画は
あるものの、教員の理解が不
十分。

○計画的にキャリア教育に
関わる行事が行われる。

○教員がキャリア教育の全
体計画についてイメージを
持っている。

○連続ミニセミナー、１５歳の
ハローワークの実施。
○キャリア教育推進委員会の計
画的な開催
○キャリア教育に係る研修会の
実施等情報提供の機会を持つ。

○１５歳のハローワー
ク、連続ミニセミナー
を予定どおり実施でき
た。
○全職員が参加できる
ように２回キャリア教
育の研修会を実施し
た。

Ａ

○職員研修の場（説明・話
し合い）を設け、キャリア
教育を推進する。

Ｂ

○問題点や改善点があれば
その都度協議し、修正して
いく。

新
し
い
学
校
の
創
造

進
路
部

○進路先企業の拡大 ○実習受入企業は昨年度１０
０社以上確保できたものの、
雇用を考えた企業は少ない。
○今年度、本校に就労サポー
ターが配置され、他校との連
携が昨年度以上に必要であ
る。

○２月の２年生の実習で雇
用を考えた企業での実習が
１／３以上確保されてい
る。

○進路担当者情報共有会を定期
的に実施し、就労サポーター・
進路担当との連携を強化する。
○職場開拓用パンフレット・映
像の作成、タブレットの活用

○寄宿舎マイスター制度を
確立し、舎生が共同生活の
決まりを守ることができて
いる。

○後期現場実習では、
約７０％の実習先で雇
用を考えた実習を受け
てもらうことができ
た。来年度に向けて、
就労に結びつくように
生徒の力を伸ばしたい

○すべてのマイスターを明確に
示すとともに日々の点検活動と
指導を徹底する。

○心身ともに健康で安全な
生活ができる生徒の育成

○衛生習慣が確立してない生
徒、肥満指導が必要な生徒が
多い。
○新入生の不登校経験生徒
有。

○長期欠席者をださない。
○衛生習慣、食習慣に対す
る意識づけを行う。

○ＳＣ、外部機関、支援部、担
任との連携を図る。
○健康観察の充実、日常生活や
給食時の手洗いの励行、体重指
導を行う。

○欠席者に対して関係
者と連携を図り指導・
支援を行い、長期欠席
は出なかったが、指導
が難しい生徒がいる。
○肥満指導により日々
の体重測定、運動やカ
ロリーを意識した生活
の大切さに気づく生徒
が増えた。
○ペーパータオルの設
置により手洗いやうが
い後、拭く習慣づけが
できた。
○給食の手順書によ
り、ランチルーム内で
の指導に役立った。

Ｂ

○すべてのマイスター
を明確にすることがで
き、制度を確立するこ
とができた。

社
会
人
基
礎
力
の
育
成

○寄宿舎マイスター制度の
活用

○4/15に２年生は、オレンジ
マイスター認定式を行った。
１年生は研修生からスタート
した。


